
第128回国立天文台運営会議議事抄録 

 

日 時：2026年3月10日（火）11時00分～16時55分 

場 所：国立天文台大会議室及びオンライン（Zoom） 

出席者（会場）：吉田（議長）、兒玉（副議長）、生駒、鵜澤、大向、栗木、河野、小林、

齋藤、野村、本間、宮﨑、山田、米倉、渡部 各委員 

出席者（Zoom）：荒井、臼田、住、田越、横山 各委員 

欠席者    ：深川委員 

オブザーバー ：土居台長、玉井部長 

 

【サイエンスレポート】 

次のとおり、研究成果の報告があり、質疑応答を行った。 

「MOIRCS confirmation of super-Eddington accretion in an extremely X-ray loud radio 

quasar at z=3.4 in the eROSITA/eFEDS field」 

（早稲田大学理工学術院先進理工学研究科 修士課程 小渕 紗希子） 

 

【台長等諸報告】 

１．研究教育職員等の人事異動について 

土居台長から、資料１に基づき、研究教育職員等の人事異動について報告があった。 

 

２．台長諸報告 

  土居台長から、資料２に基づき、来訪者、TMT関連の状況、過去２年間の総括と今後２年

間の展望について報告があり、質疑応答を行った。 

 

３．次期台長特別補佐について 

  土居台長から、資料３に基づき、2026年4月1日以降の台長特別補佐の体制について報告

があった。 

 

【議 事】 

１．前回議事抄録について 

資料４に基づき、第127回議事抄録について内容を確認した。 

 

２．研究教育職員等の人事について  

（１）研究教育職員の公募について 

鵜澤委員から、資料５に基づき、ＳＯＬＡＲ－Ｃプロジェクト准教授の公募について説

明があり、審議の結果、承認した。 

続いて渡部委員から、資料６に基づき、天文情報センター講師の台内公募について説明

があり、審議の結果、公募文を一部修正することとし、承認した。 

また、これらの公募に係る人事候補者選考会については、次期運営会議において構成員

を選出することとした。 

 



（２）研究教育職員の選考について 

アルマプロジェクト教授の選考について、回収資料１に基づき、人事候補者選考会から

審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次のとおり採用す

ることとした。 

 

アルマプロジェクト 教授 １名 

 

続いて、先端技術センター准教授または教授の選考について、回収資料２に基づき、人

事候補者選考会から審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、

次のとおり採用することとした。 

 

先端技術センター 准教授 １名 

 

続いて、天文情報センター主任研究技師の選考について、回収資料３に基づき、人事候

補者選考会から審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次

のとおり採用することとした。 

 

天文情報センター 主任研究技師 １名 

 

（３）職務確認書について 

土居台長から、資料７に基づき、次の者にかかる職務確認書の報告があり、質疑応答を

行った。 

 

2025年9月1日付け着任 ＪＡＳＭＩＮＥプロジェクト 准教授 １名 

 

３．59歳個人業績評価の廃止について 

吉田議長から、資料８に基づき、59歳個人業績評価の制度廃止及び関係規則の改正や廃

止について説明があった。審議の結果、次回以降の上席教授称号付与にかかる審査にあた

っては、客観的な判断材料を確認した上で、投票により議決することとして、本件を承認

した。 

 

４．連携教授等の称号付与について 

野村委員から、資料９及び回収資料４に基づき、連携教授等の称号付与について、候補

者の研究計画や受入先等に関する説明があり、質疑応答の後、次のとおり承認した。 

 

連携教授 ２名 

 

 

 

 

 



５．将来計画策定について 

科学戦略委員会の本原委員長から、資料10-１～10-４に基づき、第Ⅳ期第15回から第16

回までの科学戦略委員会及び第13回から第14回までのサイエンスロードマップ策定委員会

（2025 年 12 月 22日、2026 年 1月 26日開催）における議論について報告があり、質疑応答

を行った。続いて、資料 10-５に基づき、国立天文台サイエンスロードマップ報告書案につ

いて説明があり、審議の結果、サイエンスロードマップ策定委員会へ記載内容の再検討を

依頼し、2026 年 3 月 24 日に開催される同委員会においてまとめられた最終案をもとに、改

めてメール審議を行うこととした。また、齋藤委員から、資料 10-６に基づき、実施計画の

策定手順について説明があった。 

 

６．報告事項 

（１）専門委員会報告 

・ 研究交流委員会 

野村委員から、資料11に基づき、2025年度第3回研究交流委員会（2026年3月2日開催）に

おける議事について報告があり、質疑応答を行った。 

・ 外部委員協議会 

米倉委員から、資料12に基づき、2025年度第1回から第3回までの外部委員協議会（2025

年6月18日、2025年9月17日、2026年1月23日）における議事について報告があり、質疑応答

を行った。 

 

（２）幹事会議構成員の増員について 

吉田議長から、資料13に基づき、幹事会議構成員の増員及び選出対象範囲の拡大を目的

とした国立天文台幹事会議規則の改正について報告があり、質疑応答を行った。 

 

（３）国立天文台学術情報リポジトリの公開について 

渡部委員から、資料14に基づき、国立天文台学術情報リポジトリが2026年3月10日に公開

されたことについて報告があった。 

 

（４）CfCA外部評価への対応について 

野村委員から、資料15に基づき、2024年度に実施された天文シミュレーションプロジェ

クトの外部評価における提言への対応状況について報告があった。 

 

（５）2026年度台内予算配分について 

齋藤委員から、資料16に基づき、2026年度における各プロジェクト室等への配分予算額

について報告があり、質疑応答の結果、状況の推移や要求額等の情報を追加した資料を改

めて作成することとした。 

 

 最後に、吉田議長から今期委員への謝辞が述べられた。 

以上 


